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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の（１）コラーゲンペプチド、（２）白金ナノコロイド及び（３）水を混合し、パ
ーマ液又はカラー液による髪の酸化を防ぐために溶解して使用するまで無菌状態を維持す
るように１３０－１５０℃に加熱されてなる、ヘアケア液。
　（１）コラーゲンペプチド１０重量％ないし５０重量％
　（２）ナノレベルにまで超微粒子化した白金ナノコロイド０．０３５重量％ないし０．
２８５重量％
　（３）水　残量
【請求項２】
　下記の（１）コラーゲンペプチド、（２）白金ナノコロイド及び（３）水が、パーマ液
又はカラー液による髪の酸化を防ぐために溶解して使用するまで無菌状態を維持するよう
に１３０－１５０℃に加熱されて、容器に無菌充填され、ヒートシールした、ヘアケア液
。
　（１）コラーゲンペプチド１０重量％ないし５０重量％
　（２）ナノレベルにまで超微粒子化した白金ナノコロイド０．０３５重量％ないし０．
２８５重量％
　（３）水　残量
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(2) JP 4520522 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

【０００１】
　この発明は、ヘアケア液に関し、特に、例えばコールドパーマ及びアイロンパーマに使
用するパーマ液に添加する添加剤に関する発明である。
【背景技術】
【０００２】
　従来は、髪に「艶」「潤い」「しっとり感」を与えるため粉末のコラーゲンペプチドを
パーマ液またはカラー液に溶かして用いている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１８８４４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　コラーゲンペプチドは、通常粉末のため、パーマ液に溶けづらいという問題があった。
　また、髪の毛が、酸化により痛むことに対しての対応は充分なされていなかった。
　パーマ液またはカラー液に添加する、ヘアケア製品は、短時間で溶解させる必要がある
。そのため、添加するものはパーマ液またはカラー液同様の液体が好ましい。
　ところが、コラーゲンペプチド水溶液は、微生物により腐敗し、長時間保存することは
困難である。
　保存料を用いることは可能であるが、髪にダメージを与える可能性がある。
　このように、パーマ液またはカラー液による髪の酸化に対しては、コラーゲンペプチド
では解決できない状況である。
　そのために、この発明の主たる目的は、髪に「艶」「潤い」「しっとり感」を与え、髪
の酸化を抑えることができるヘアケア液を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の請求項１にかかるヘアケア液は、下記の（１）コラーゲンペプチド、（２）
白金ナノコロイド及び（３）水を混合し、パーマ液又はカラー液による髪の酸化を防ぐた
めに溶解して使用するまで無菌状態を維持するように１３０－１５０℃に加熱されてなる
、ヘアケア液である。
　（１）コラーゲンペプチド１０重量％ないし５０重量％
　（２）ナノレベルにまで超微粒子化した白金ナノコロイド０．０３５重量％ないし０．
２８５重量％
　（３）水　残量
　この発明の請求項２にかかるヘアケア液は、下記の（１）コラーゲンペプチド、（２）
白金ナノコロイド及び（３）水が、パーマ液又はカラー液による髪の酸化を防ぐために溶
解して使用するまで無菌状態を維持するように１３０－１５０℃に加熱されて、容器に無
菌充填され、ヒートシールした、ヘアケア液である。
　（１）コラーゲンペプチド１０重量％ないし５０重量％
　（２）ナノレベルにまで超微粒子化した白金ナノコロイド０．０３５重量％ないし０．
２８５重量％
　（３）水　残量
【発明の効果】
【０００６】
　この発明によれば、パーマ液やカラー液による髪の酸化に対しては、ナノレベル（１０
億分の３ｍ）にまで超微粒子化した抗酸化作用を有した白金ナノコロイドを配合すること
により、パーマ液やカラー液による髪の酸化を抑える働きが付加される。
　そして、実際にパーマ液に添加して利用したところ、従来の粉末コラーゲンと比べてツ
ヤ感、しっとり感が上昇し、指どおりもスムーズになった。また、仔細に髪の毛を観察す
ると、キューティクルの損傷が少ないことが確認された。
【０００７】
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　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴及び利点は、図面を参照して行う以下の発
明を実施するための最良の形態の説明から一層明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　この発明にかかるヘアケア製品は、截頭円錐状カップ型小型容器（ポーションパック容
器）１０に、ヘアケア液５０を充填されている。
　この小型容器１０は、その上端に開口部１２ａを有するカップ状の容器本体１２を含む
。
　容器本体１２の胴部１６は、底１４の縁部１４ｃから上方に延びて形成される。この胴
部１６は、その機械的強度を上げるために、その中央部から下部にわたる部分をひだ状に
形成してもよい。
　また、胴部１６の上端から外側に延びて、つば部１８が形成されている。このつば部１
８は、そこに後述する蓋２２を取り付けるためのものである。
　さらに、つば部１８の一端から外側に延びて、つまみ部２０が形成されている。また、
つば部１８と蓋部２２との間が溶着され、容器本体１２の開口部１２ａの上面を閉塞する
ように、蓋２２が形成される。つまみ部２０の中央から先端にかけては、段差部２４が形
成され、蓋２２をつば部１８から切り離しやすくするように構成されている。
　小型容器１０にヘアケア液５０を無菌充填する方法としては、例えば、ヘアケア液５０
を１３０℃～１５０℃に加熱し、４～５秒間加熱状態を継続して、小型容器１０にヘアケ
ア液５０を充填し、フィルム状の蓋材をヒートシールにて定着させる。
【０００９】
　ヘアケア液５０は、下記の構成を備える。
　水に、下記の（１）コラーゲンペプチド及び（２）白金ナノコロイドを混合してなる。
　（１）コラーゲンペプチド１０重量％ないし５０重量％
　（２）白金ナノコロイド０．０３５重量％ないし０．２８５重量％
　（３）水　　残量
【００１０】
　白金ナノコロイドが０．０３５重量％を下回ると白金の作用である酸化を抑える働きが
極端に減少し、また、０．２８５重量％を超えると、効果としてはそれ以上増加すること
はない。
【００１１】
　コラーゲンペプチド及びプラチナは、化粧品に用いるグレードである。
　コラーゲンペプチドは、髪に潤いと栄養を与え、髪の保護役であるキューティクルを頑
丈に作る働きがある。
　プラチナ（白金）は、ナノレベル（１０億分の３ｍ）にまで超微粒子化した白金ナノコ
ロイドであり、これは、抗酸化作用があり、パーマやカラーによる髪の酸化を抑える働き
があり、髪の毛に充分に浸透させることができる。
　液体なのでパーマ液（髪の毛にカールやしなやかさ、コシを与える）またはカラー液（
髪の毛に色をつける）には容易に溶解する。
　無菌充填ポーションパック包装とすれば、保存料を使用せず、液体でも腐敗の心配がな
く、開封前であれば長期間衛生的である。
【実施例１】
【００１２】
　下記の（１）コラーゲンペプチド（分子量５０００）及び（２）白金ナノコロイドが、
截頭円錐状のカップ状小型容器１０に無菌充填され、蓋をヒートシールした、ヘアケア液
。
　（１）コラーゲンペプチド３０重量％
　（２）白金ナノコロイド０．１９重量％
　（３）水　　残量
　この実施例１のヘアケア液は、無菌充填がされているので、保管状況に関係なく、長期
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【００１３】
　実施例１のヘアケア液１０ｍｌを、パーマ液５０ｍｌに混ぜて使用いただき、髪へもた
らす効果を検証したところ、毛先のパサツキがなくなり、毛先が落ち着き、まとまりやす
くなっている。又、実施例１のヘアケア液１０ｍｌを、カラーリング時にカラー液５０ｍ
ｌに混ぜて使用いただき、髪へもたらす効果を検証したところ、毛先のパサツキがなくな
り、毛先が落ち着き、まとまりやすくなっている。
　１回の使用量、１０ｍｌに容器充填しているので、使いやすく、無駄がない。
【００１４】
　添付の図２（写真１）及び図３（写真２）において、プラチナ使用としているのが、実
施例１のヘアケア液を用いた例を示す。
　図２（写真１）において示すように、プラチナを用いた本実施例の方が、プラチナを用
いない比較例に比して、艶感、しっとり感が上昇し、指どおりもスムーズになっている。
　図３（写真２）において示すように、プラチナを用いた本実施例の方が、プラチナを用
いない比較例に比して、毛先のパサツキがなくなり、毛先が落ち着き、まとまりやすくな
っている。
【００１５】
　プラチナ＋コラーゲンとあるのが、実施例１のヘアケア液を用いた例を示す。
　電子顕微鏡による毛髪検証結果は、添付の図４（写真３）の通りである。
　図４（写真３）において示すように、プラチナを用いた本実施例の方が、プラチナを用
いない比較例に比して、シャンプーとリンスをしたときに用いた場合も、またパーマ液に
一定の割合（パーマ液５重量部、本実施例品１重量部）で溶解して用いた場合も、キュー
ティクルの損傷が少ない。
【実施例２】
【００１６】
　下記の（１）コラーゲンペプチド（分子量５０００）及び（２）白金ナノコロイドが、
截頭円錐状のカップ状小型容器１０に無菌充填され、蓋をヒートシールした、ヘアケア液
。
　（１）コラーゲンペプチド３０重量％
　（２）白金ナノコロイド０．０３５重量％
　（３）水　　残量
【実施例３】
【００１７】
　下記の（１）コラーゲンペプチド（分子量３０００）及び（２）白金ナノコロイドが、
截頭円錐状のカップ状小型容器１０に無菌充填され、蓋をヒートシールした、ヘアケア液
。
　（１）コラーゲンペプチド３０重量％
　（２）白金ナノコロイド０．１９重量％
　（３）水　　残量
【００１８】
　実施例１のヘアケア液１０ｍｌをパーマ液５０ｍｌに溶かして、パーマをしたところ表
１に示すような結果が得られた。
【００１９】
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【表１】

【００２０】
　この発明は、前記実施の形態のヘアケア液に限らず、この発明の思想に基き種々変更す
ることが可能である。
【００２１】
　カップ状小型容器１０に代えて、ストリップ包装、すなわち、主として、ポリエチレン
フィルム、防湿セロハン、ポリエチレン加工セロハン（いわゆるポリセロ）、アルミはく
などを用い、１回の使用量のヘアケア液を三方シールにより区分包装して、各区分を簡単
に切り取れるようにしてもよい。また、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、アルミ
はく、ポリアミド、アルミはく、ポリエチレンをラミネートしたフィルムなどを用い、１
回の使用量のヘアケア液を三方シールにより区分包装して、各区分を簡単に切り取れるよ
うにしてもよい。その他、包装容器は、例えば、１３０℃～１５０℃に加熱し、４～５秒
間加熱状態を継続した、ヘアケア液５０を充填するに適したものであれば、他の形状でも
よい。また、遮光性及び密封性に優れたものがよい。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　この発明にかかるヘアケア液は、パーマ前のプレシャンプー、パーマ液またはカラー剤
及びパーマ処理後のシャンプートリートメントに混ぜて使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１Ａ】この発明の一実施の形態であるポーションパックに充填されたヘアケア製品の
斜視図解図である。
【図１Ｂ】この発明の一実施の形態であるポーションパックに充填されたヘアケア製品の
平面図解図である。
【図１Ｃ】この発明の一実施の形態であるポーションパックに充填されたヘアケア製品の
縦断面図解図である。
【図２】実施例をパーマ剤に用いた場合と用いていない場合のパーマ後の状態を示す写真
（１）である。
【図３】実施例をカラー剤に用いた場合と用いていない場合のカラー後の状態を示す写真
（２）である。
【図４】電子顕微鏡による毛髪検証結果を示す写真（３）である。
【符号の説明】
【００２４】
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　　１０　小型容器
　　１２　容器本体
　　１２ａ　開口部
　　１４　底
　　１４ｃ　縁部
　　１６　胴部
　　１８　つば部
　　２０　つまみ部
　　２４　段差部
　　２２　蓋
　　５０　ヘアケア液

【図１Ａ】
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【図１Ｂ】

【図１Ｃ】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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